









































文化独特の英語の変種であり、それは英米英語の「非母語的変種 （NonNative Varieties 
of English）」と呼ばれ、現代社会の中にしっかりと根付いているという。こうして世界の





































































展してきた社会言語学、中でもアメリカの SAE（Standard American English）の規範を


















































































































































































The man put his suitcase on the ground.
文の構造を説明するには、まず the man という名詞句と以下の動詞句と、 二つの構成要
素に分けるのが第一着手であろう。そして動詞句はさらに put という動詞、 his suitcase
という名詞句、on the ground という前置詞句に分けられる。前置詞句はさらに on とい
う前置詞と the ground という名詞句にわけられ、最後に the man / his suitcase / on the 
ground という名詞句が、それぞれ the/ his という限定詞とman / suitcase / ground とい




















うことで I declare the meeting open. であって open の前に to be をおくことはできない。
この場合の declare は作為動詞に入るべきもので、作為動詞の場合 to be の省略は義務的
である。…（p75）」という。to be をつければ間違いであっても、意味がまったくわから
なくなったり、変わるという代物でもあるまい。
また、「It is beginning raining. も可能ではあるが、-ing 形の重なるのをきらって It is 
















論とは、さらに次のようなものであった。それは彼の『統辞理論の諸相』Aspects of the 































































れているのである。（pp46- 7 ） 」という。均質化のための言語学研究ともいえるものであり、
身長にあわせてベッドを作るのではなく、ベッドに合わせて足を切るの論である。







さらにハドソンは「世界には約 4,000 ないし 5,000 の言語があるのに、国家はおよそ
1,407 しかないという事実（p22）」から、これを「チョムスキーが理論言語学で研究すべ




















































































































































ラボフの 1964 ～ 66 年の研究は、ニューヨーク市内で当地の英語使用者の社会階層と
その分布を調査、そこに見られる言語変化を紹介したもので、これらが後に変異理論の基







次にラボフの 1967 年の調査では、標準英語（SAE：Standard American English）とア















































































アメリカでは SAE（Standard American English）がアメリカ人の標準英語であり、そ
れはアメリカ社会全般と学校教育の場で公然と認められているが、ラボフが研究を始め
たころには、公然と認められていない言語があった。それが、アフリカ系の英語AAVE











































































































































































に一か八かとなる。選択肢問題でも 5 点か 0 点の二者かでなく、努力を認めてせめてそ
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